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は　じ　め　に

ハモグリバエの寄生バチは種類が多く，その寄生様式
も多様である（小西，1998）。飼い殺し寄生の寄生バチ
Halticoptera circulus（コガネコバチ科）はハモグリバエ
幼虫の体内に産卵し，ハエが蛹になったところで食い殺
して羽化する。本種は殺虫剤に対して感受性が低いこと
から，殺虫剤と組合せた IPMの素材として有望である。
その一方でマメハモグリバエやトマトハモグリバエに寄
生できないこともわかってきた。ここでは，その概要を
紹介したい。

I　殺虫剤感受性

殺虫剤の散布後にハモグリバエが増えてしまうことが
ある（リサージェンス）。例えば，ナモグリバエが発生
したエンドウ畑にマラチオン（有機リン剤）やトラロメ
トリン（合成ピレスロイド剤）を散布すると，天敵の寄
生バチが減少し，その結果，ナモグリバエは典型的なリ
サージェンスを起こす（SAITO, 2004 ; SAITO et al., 2008）。
ところが，主要な寄生バチ（Chrysocharis pentheus, 

Diglyphus isaea, D. minoeus）が軒並み減少するなかで，H. 

circulusは増加するという興味深い現象が観察された
（SAITO et al., 2008；図―1）。本種はハモグリバエ幼虫の体
内で発育するため，殺虫剤の影響を受けにくいとも考え
られる。そこで，成虫の殺虫剤感受性を局所施用法で調
べたところ，マラチオンの LD50値は他の寄生バチのそ
れより数十～数百倍も高く，むしろハモグリバエ（マメ
ハモグリバエ，トマトハモグリバエ，ナモグリバエ）の
LD50値に近かった（MATSUDA and SAITO, 2014；表―1）。こ
れらの実験結果から，本種は少なくとも有機リン剤と合
成ピレスロイド剤に対して抵抗性であると考えられる。
この特性は殺虫剤と組合せた IPMにおいて極めて有利
であり，リサージェンスの防止にも役立つと考えられ

る。ただし，殺虫剤の散布をやめると密度は低下してし
まう（図―1）。これは種間競争に弱いためとみられる。
一方，海外の報告を見ると，H. circulusに対する殺虫
剤の影響はまちまちである。例えば，カリフォルニアで
行われた圃場試験では殺虫剤（メソミル，メタミドフォ
ス）散布の影響はみられない（TRUMBLE and TOSCANO, 

1983）。さらに，シロマジンの散布後に密度は高くなっ
たという報告もある（TRUMBLE, 1985）。逆に，フロリダ
の圃場試験では殺虫剤（メソミル，ペルメトリン，エン
ドスルファン）の散布後に激減している（SCHUSTER and 

PRICE, 1985）。また，ハワイに生息する寄生バチ 5種の
中でペルメトリン感受性が最も高かったのは H. circulus

であったと報告されている（MASON and JOHNSON, 1988）。
ちなみに，ハワイの H. circulusは 1970～ 80年代にト
リニダードから導入されたものである（CULLINEY and 

NAGAMINE, 2000）。その後，ハワイの H. circulusは台湾に
導入されている（LOPEZ et al., 2004）。
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表－1　ハモグリバエと寄生バチのマラチオン感受性（LD50）と
カルボキシルエステラーゼ活性

供試虫（雌成虫）
LD50

（ng/mg）
抵抗
性比 1）

カルボキシル
エステラーゼ活
性 2）（nmol/µg）

ハモグリバエ

マメハモグリバエ     255 5,204 60.3 a

トマトハモグリバエ     107 2,184   44.5 ab

ナモグリバエ       29.7    606   20.7 cd

寄生バチ

Halticoptera circulus         6.65    136   30.8 bc

Diglyphus isaea         0.133           2.7   7.1 d

Chrysocharis pentheus         0.068           1.4   9.9 d

Hemiptarsenus 
varicornis

        0.067           1.4   9.7 d

Neochrysocharis 
formosa

        0.049        1   6.2 d

1）N. formosaの LD50値を 1とした場合．
2）基質（α―ナフチルアセテート）の分解能．
異なるアルファベットをつけた値の間には有意差がある
（P＜ 0.05）．
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